
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

   

   

   

   

   

   
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

NO.116 

 菱田川橋は、北九州市を起点とし福岡、大分、宮崎を通り鹿児島市に至る東九

州自動車道の鹿児島県の末吉財部 IC と大隅 IC（仮称）間に建設される PC8 径間

連続ラーメン波形鋼板ウエブ箱桁橋です。 

 本橋では波形鋼板を架設材として利用する新しい架設工法を採用し、従来のコ

ンクリートウエブ箱桁橋の張出し架設で使用する一般型移動作業車での施工を可

能にしています。 

ひ し だ が わ ば し

菱 田 川 橋  

◆橋梁諸元 

工 事 名：東九州自動車道 菱田川橋（ＰＣ上部工）工事 

発 注 者：西日本高速道路㈱ 九州支社 

位  置：鹿児島県曽於市大隅町～末吉町 

道路規格：第１種第２級 設計規格Ｂ 

形  式：ＰＣ８径間連続ラーメン波形鋼板ウエブ箱桁橋 

荷  重：Ｂ活荷重 

橋  長：688.0m(64.9+3@105.0+124.0+75.0+54.0+52.9) 

総 幅 員：12.65m(有効幅員 12.0m) 

架設工法：張出し架設工法、固定式支保工架設工法 

ＰＣ鋼材：主方向  ：SWPR7BL 12S15.2B（ディビダーク工法、内ケーブル） 

SWPR7BL 19S15.2B（ディビダーク工法、外ケーブル） 

     床版横締め：SWPR19 1S28.6（SM 工法、プレグラウト鋼材） 

◆一般図 

 断面図   

 側面図   

 平面図   
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発  行： 三井住友建設（株）土木本部 土木設計部 

連絡先： 東京都中央区佃2 丁目1 番6 号   TEL.03-4582-3063 

ＵＲＬ： http://www.smcon.co.jp 

           

◆工程表 

１）新しい架設工法の採用 

本橋では、波形鋼板ウエブの上下フランジを接合し、下床版荷重を波形鋼板ウエブに

受け持たせ、波形鋼板を架設材として利用する新しい架設工法を採用しています。この

工法には以下のような特徴があります。 

①一般型移動作業車の使用 … 従来の波形鋼板ウエブ橋の張出し架設で必要となる波形

ウエブ対応型の移動作業車を用いることなく、コンクリートウエブPC 箱桁橋の張出し

架設で使用する一般型移動作業車での施工が可能です。 

②施工ブロック数の減少 … 移動作業車の受け持つ重量を少なく出来るため、従来工法で

は施工ブロック長を短くする必要がある柱頭部付近も、標準部同様のブロック長で施工

可能であり施工ブロック数の減少が可能です。 

③架設ＰＣ鋼材の低減 … 軽量な一般型移動作業車での施工が可能であるため、架設ＰＣ

鋼材の低減が可能となり、経済性に優れます。 

新しい架設工法の採用で、施工の合理化・工期短縮を可能にしました。なお、この新

しい工法は特許出願中です。 

２）Ｐ６-Ｐ７径間施工方法 

Ｐ６-Ｐ７径間部において支間割りの関係から、隣りのＰ５の張出し架設後、Ｐ６から

の片張出し架設で４ブロックまでを施工します。次に波形鋼板を先行架設してＰ６-Ｐ７

を閉合し、移動作業車で５ブロックから閉合ブロックまで主桁の施工を行いました。� 

P4,P5 張出し及び  
P6 柱頭部架設状況   

 工事全景及び移動作業車    A2 から工事全景

手前から P7,P6 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

詳 細 設 計

準 備 工

柱 頭 部

張出し施工部

支保工施工部

橋面工・付属物

片 付 け 工

項　　目
平成19年 平成20年 平成21年平成18年

 移動作業車   

 P6-P7 移動作業車による架設   

◆構造･施工概要 


